
表２常時微動測定結果の要約

文化財建造物の耐震』性能

係の和として算出した。建築物の質量は、部材ごとの質

量の積算を原則とするが、法隆寺中門については、法隆

寺金堂の質量から床面積に比例するものとして算出した。

建築物の荷重変形関係の計算に用いた各種数値を表３に、

計算結果を図５に示す。

固有振動数の比較各建築物について、荷重変形関係の

初期剛性及び質量を用いて固有振動数を算出し、常時微

動測定結果と比較した。その結果を図６に示す。計算結

果と測定結果は、計算値が低い値となるものの、簡易な

推定にしては比較的高い相関を示した。計算値が低くな

るのは、計算に用いた初期剛性が、１/ 5 0 0 r a d ・を超える変

形に対応した剛性であるのに対し、常時微動測定の変位

振幅は遥かに小さいことによるものと考えられる。

まとめ伝統的木造建築５棟について、柱傾斜復元力と

土塗壁の効果を考慮した荷重変形関係の推定を行い、固

有振動数の計算値と常時微動測定結果とを比較した。こ

のことは、荷重変形関係の推定が少なくとも小変形領域

で妥当であること、耐震診断における一材料として、常

時微動測定結果が有効に利用できることを示唆している。

賞や板壁など、他の耐震要素については、特に小変形

領域での寄与が小さいものとして、今回の計算には入れ

なかったが、その定量化は今後の課題である。

（内田昭人/ 埋蔵文化財センター）

はじめに平成1 0 ～1 1 年度科研基盤研究（Ｃ）により、

｢ 伝統的木造建築の振動特性に関する研究」（代表者。内

田昭人）として、建設省建築研究所・職業能力開発総合

大学校と共同研究を行っている。これらの研究成果につ

いては、逐次国内外の学会で発表してきた。本稿では平

成1 1 年に「1 9 9 9 R I L E M第１回木質構造国際シンポジウム

( スウェーデン) 」で発表した論文の概要について報告す

る。近年、伝統的木造建築の耐震性能に関する研究が増

し、荷重変形関係の推定もある程度可能となってきた。

荷重変形関係の評価の妥当性と、耐震診断における常時

微動測定の有効性を検討するため、寺院建築５棟につい

て、荷重変形関係及び固有振動数の推定を行い、常時微

動測定結果と比較した結果について述べる。

荷重変形関係の推定測定対象建築物一覧を表１に、平

面図・断面図を図１に､ 常時微動測定結果を表２（内田他

｢ 伝統的木造建築物の振動特性その３，４，６，７」『日本

建築学会大会学術講演梗概集Ｃ－１ｊｌ９９６･ 9 7 . 9 8 ）に示

す。対象建築物の耐震要素としては、柱の傾斜復元力と

士塗壁が､ その主たるものと考えられる。なお、ここで述

べる荷重変形関係のモデル化は、文化庁「文化財建造物

等の耐震性能の向上に関する調査研究協力者会議」にお

いて、耐震診断法開発の一環として検討中のものである。

１）柱傾斜復元力柱のロッキングに伴う復元力は、

図２に示すようなモデル化により、およそ図のような形

で表されることが知られている（坂「社寺骨組の力学的研

究（第１部) 」『建築学会論文集』２１１９４１）（Kawa i , Ｎ､，

"Col umnRocki ngResi st ancei nJ apaneseTradi t i onal

Ti mber Bui l di ngs，，Procsoof l WEC, 1996) 。既往の実験
結果を概観して、典型的な荷重変形関係として図３のよ

うにモデル化した。

２）土塗壁土塗壁の荷重変形関係は、既往の実験結

果（杉山他｢ 文化財建造物の構造力学的研究」『古文化財

に関する保存科学と人文・自然科学総括報告書」1 9 8 4 ）

に基づき、さらに、特定せん断変形時の耐力が塗り厚と

壁長に比例するものとして、図４のようにモデル化した。

３）建築物の荷重変形関係建築物の１階方向の荷重

変形関係は、上記の柱傾斜復元力と土塗壁の荷重変形関
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図３柱傾斜復元力による荷重一変形関係のモデル
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図４士途壁の荷重変形関係のモデル
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図６固有振動数の計算値と実測値の比較
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図５建築物の荷重変形関係の計算結果
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